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会
社
に
譲
歩
を
迫
る
が
、
逆
に

加
藤
委
員
長
を
解
雇
、
８
月
ス

ト
ラ
イ
キ
の
損
害
賠
償
請
求
。

組
合
を
分
断
す
る
不
当
労
働
行

為
を
止
め
な
い
。

組
合
は
新
た
に

％
の
ス
ト

81

権
を
立
て
、
解
雇
撤
回
、
要
員

確
保
と
賃
金
引
き
上
げ
を
掲
げ

て
頑
張
る
姿
勢
で
い
る
。
そ
ん

「
こ
れ
は
何
と
か
し
な
い
と

の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
」「
一
つ

ひ
と
つ
改
善
提
案
す
る
も
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
。
会
社
が
妨

害
し
て
く
る
等
々
と
解
雇
で
、

８
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
な
っ
た
。

一
度
は
職
場
復
帰
し
た
が
、
経

営
者
が
変
わ
る
も
攻
撃
は
続
い

た
」
な
ど
、
思
い
を
語
り
、「
来

年
３
月
末
の
契
約
更
新
が
ネ
ク

ス
コ
と
で
き
な
け
れ
ば
、
会
社

は
無
く
な
り
組
合
員
は
途
方
に

暮
れ
る
。
今
後
は
ネ
ク
ス
コ
へ

の
働
き
か
け
と
世
間
に
訴
え
、

ス
ト
ラ
イ
キ
で
譲
歩
を
迫
り
た

い
」
と
理
解
と
支
援
を
訴
え
た
。

参
加
し
た
組
合
員
一
人
ひ
と
り

も
一
言
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
会

場
で
は
、「
支
援
す
る
会
」
の
入

会
が
進
め
ら
れ
、
支
援
す
る
声

が
続
い
た
。
小
沼
清
さ
ん(

佐
野

地
区
労
議
長)

の
音
頭
で
「
勝
利

す
る
ま
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
閉
会
し
た
。

「佐野サービスエリアの
労働者を支援する会」

入会申込み
◆佐野市浅沼町796佐野市

勤労者会館佐野地区労内
0283-22-2633
個人一口1000円／年
団体一口3000円／年

※問い合わせ→宮川

当
事
者
を
代
表
し
て
加
藤
正

樹
委
員
長(

ケ
イ
セ
イ
・
フ
ー

ズ)

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。「
労

働
組
合
に
素
人
な
自
分
が
こ

こ
ま
で
き
た
の
は
、
あ
ま
り

に
も
職
場
の
労
働
環
境
が
悪

す
ぎ
る
。
人
も
い
な
い
、
設

備
も
悪
い
等
々
。

月

日(

月)

時

分
、

12

23

18

30

佐
野
市
勤
労
会
館
で
、「
佐
野
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
労
働
者
を
支

援
す
る
会
結
成
大
会
」
が
開
か

れ
た
。
東
北
道
佐
野
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア(

上
り)

で
働
く
労
働
者

が
「
雇
用
と
職
場
環
境
」
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
。
２
回
の
ス
ト

ラ
イ
キ
と
団
体
交
渉
会
な
ど
で

「
佐
野
Ｓ
Ａ
の
労
働
者
を
支
援
す
る
会
」
結
成

地
元
の
労
働
組
合
が
音
頭
を
取
る

な
ケ
イ
セ
イ
・
フ
ー
ズ
労
働

組
合
を
支
援
し
よ
う
と
「
支

え
る
会
」
が
地
元
の
佐
野
地

区
労
を
始
め
、
近
隣
労
働
組

合
が
集
ま
り
結
成
を
し
た
。

結
成
大
会
は
、

時

分

18

30

に
開
会
し
た
。
小
川
幸
男
さ

ん
の
司
会
進
行
で
進
め
ら

れ
、
事
務
局
長
に
任
命
さ
れ

た
嶋
田
泰
治
さ
ん(

わ
た
ら

せ
ユ
ニ
オ
ン)

か
ら
経
過
が

報
告
さ
れ
た
。
出
席
し
た
山

口
宏
弥
さ
ん(

Ｊ
Ａ
Ｌ
乗
員

団
長)

、
鳥
井
一
平
さ
ん(

中

小
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

か
ら
連

帯
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。



Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
を
早
期
解
決

大
望
年
会
に
２
２
３
人
「
諦
め
な
い
！
」

２
月

日
の
夜
、
東
京
・
文
京

20

区
民
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不

当
解
雇
撤
回
「
大
望
年
会
」
が

２
２
３
人
の
参
加
で
開
か
れ
た
。

開
会
の
冒
頭
、「
不
当
解
雇
の
経

緯
」
を
綴
っ
た
記
録
動
画
が
流

れ
た
。
最
初
の
挨
拶
は
、
不
当

解
雇
さ
れ
た
客
乗
の
林
さ
ん
か

ら
「
９
年
間
の
苦
し
み
と
頑
張

り
、
仲
間
の
支
え
」
を
語
っ
た
。

乾
杯
の
後
は
、
歌
と
語
り
が
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。
歓
談
も
続

き
裁
判
争
議
団(

パ
イ
ロ
ッ
ト
・

客
乗)

の
一
人
ひ
と
り
が
９
年
間

の
思
い
、
辛
み
、
そ
し
て
、
職

場
復
帰
を
諦
め
な
い
。
涙
と
笑

顔
を
交
え
て
、
ど
根
性
を
見
せ

て
く
れ
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
副
団

長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
は
力
が
こ

も
っ
た
「
年
の
瀬
の
迫
る

日
20

で
あ
る
が
、
職
場
復
帰
を
諦
め

ず
都
内
６
駅
宣
伝
行
動
ま
で
に

は
解
決
の
報
告
を
と
思
っ
て
い

る
」
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
頑
張

る
決
意
を
見
せ
た
。

安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
労
働
者
は

国
会
行
動
に
出
か
け
よ
う

戦
争
反
対
！

自
衛
隊
の
中
東
派
兵
反
対
！

「
桜
を
見
る
会
」
う
や
む
や
に

さ
せ
な
い
！
権
力
私
物
化
反

対
！
安
倍
内
閣
退
陣
国
会

行
19

動
は
、

月

日
、

時

分

12

19

18

30

衆
院
議
員
第
２
会
館
前
で
開
か

れ
た
。
毎
月
続
く

日
国
会
行

19

動
は
、
「
戦
争
法
案
を
廃
止
さ
せ

る
」
思
い
を
共
有
し
て
行
動
開

始
し
た
。
コ
ー
ル
は
、
菱
山
南

帆
子
さ
「
戦
争
反
対
！
桜
を
見

る
会
徹
底
追
及
！
」
で
始
ま
る
。

国
会
議
員
が
駆
け
つ
け
た
。

福
島
瑞
穂
議
員(

社
民)

「
危
な

い
所
に
行
く
中
東
派
兵
を
調
査

研
究
と
言
う
。
嘘
つ
く
な
！
」

日
吉
雄
太
議
員(

立
憲)

「
法
務

委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
が
、

宮
本
徹(

共
産)

「
核
合
意
を

離
脱
し
た
ト
ラ
ン
プ
！
危
機
を

煽
る
の
は
米
国
。
中
東
派
兵
よ

り
米
国
を
抑
え
る
の
が
安
倍
政

権
の
役
割
り
だ
」
市
民
か
ら
は

辺
野
古
の
海
を
守
る
立
場
か
ら
、

毛
利
孝
雄
さ
ん
か
ら
「
辺
野
古

の
海
は
ド
ン
ド
ン
埋
め
立
て
で

汚
さ
れ
て
い
る
。
諦
め
ず
抵
抗

し
て
沖
縄
の
海
を
守
り
た
い
」。

行
動
提
起
は
高
田
健
共
同
代
表

「

日
、
中
東
派
兵
の
閣
議
決

27
定
を
し
よ
と
し
て
い
る
。
反
対

す
る
官
邸
前
集
会
を
８
時
か
ら

取
り
組
む
。
今
日
の
集
会
参
加

者
は
２
２
０
０
人
。
３
０
０
０

万
人
署
名
は
今
が
チ
ャ
ン
ス
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
檄
を
飛

ば
し
た
。

河
合
法
務
大
臣

に
質
問
し
た
翌

日
に
辞
任
。
説

明
も
し
な
い
。

そ
ん
な
安
倍
政

権
を
打
倒
し
ま

し
ょ
う
」
柚
木

道
義(

無
所
属)

「
今
日
も
桜
見

る
会
ヒ
ア
リ
ン

グ

に

出

て

き

た
。
安
部
総
理

後
援
会
を
税
金

で
招
待
と
ん
で

も
な
い
こ
と
、

許
さ
な
い
！
」

自衛隊を中東に送るな！
閣議決定反対！緊急行動

12月27日(金)
午前8時から
首相官邸前

呼びかけは、戦争をさせない・9条
壊すな！総がかり行動実行委員会


